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表象の京都/{現実〉の京都

一一酉口光博先生追悼にかえて一一

市バスや地下鉄に乗ると， J豪な気分になるこ

とがある。「日本に京都があってよかったjと

いうポスターを見たときだ。

昨今は f和ブームjだそうで， I京都検定試
験J，土，英検のような具体的な指標ではないに

もかかわらず，いわゆる「御当地検定jの成功

例として範とされているという。また「町屋

ブームjもあいかわらずで，可なかを歩くと，

次々と町屋を改装した小物屋や飲食庖が出現し

ている。そして桜の季節や紅葉の季第に辻〈今

年は「冬の京都jまで霊場した)，雑誌をはじ

めとして各撞メディアがこぞって「京都案内J
を特集する。

京都生まれの京都育ちであるぼくは，年中殺

到するこれら田舎の観光客にうんざりする c 京

都の街のどこかいいのか? 冷静に考えて国鉄

(労働組合潰しの分割民営化をけっして認めで

はならない!)京都駅で電車を降り，あの巨大

な駅どルを通り過ぎ，京都タワーをかたわらに

衝に操与出しても，自に飛び込んでくるのはコ

ンクワート・ジャングルでしかない。

ぼくの博士論文のテーマは， r表象のユーゴス
ラヴィアJというタイトルを持っている o 1990 

年代のユーゴスラヴィア内戦について，酉区大の

メディアがいかに報じたか，とりわけ哲学者・

文学者などの「知識人jがユーゴ内戦をどのよ

うに論じたかを， I日ユーゴ出身の作家の書いた

ものと喬き合わせながら分析した。あわせて

「民族の火薬庫」というバルカン半島に対する

イメージが竪史的にどのように形成されたのか

も探求したむこのようなステレオタイプなイメー

ジ形成のプロセスを， 2006年衰のフレッシャー

題 重 裕

ズ・ゼミでは「京都」に量き換えて実践した。

いまロラン・バルトの記号論やジャン・ボー

ド1)ヤールのシミュラークル理論，あるいは先ご

ろ惜しまれつつ亡くなったエドワード・サイー

ドがその著 fオワエンタリズムiでいかなる表
象分析を行ったかへ，詳しく立ち入り余地はな

い。学生には，なるべく噛み砕いて，記号論の

解説を行ったうえで， I京都jを対象にフィー

ルド・ワークを行い，報告することを課した。

今日，情報が氾濫しているむインターネット

で欲しい情報はすぐに手に入る。しかし，いわ

ゆる京都本で表象されている，という言い方が

難しければ紹介されている京都仁現実の京都

の関に徴妙な，しかし決定的な看離があるの

ではないか。本や雑誌の詔介記事や写真に過剰

な期待や幻想を抱いて京都を訪れ，幻滅した人

も多いのではないか? そのように想録される

が，ところが現実には，奇妙なファンタスム

(幻想)を抱いた旅行者は， I現実jの京都を素
通りして，告らが抱いている理想、の京都議に惑

溺したまま帰っていくようなのである。つまり，

溢れかえる情報のなかで一度形成されたヴアー

チャルな，虚構の京都イメージは容易に辻解体

されることはなく， I現実」の京都を前にして

も，むしろ「現実」より「表象jの京都の方が

優位に立つのである。

これ辻「京都jの併に霞ることではない。現

代社会においては「現実(ワアル)Jより「イ

メージjの方が擾先されることは，たとえば高

品のコマーシャル戦略一つを例に採っても明ら

かであろう。あるいはテレビのニュース報道に

おいて，朝鮮民主主義人民共和国に対する悪隷
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かつ偏狭なフ。ロパガンダが繰り返された結果，

いまでは愚劣な学者が垂れ流すおしゃべちが

「実体jとなって独乃歩きし，視聴者はすでに

それを自明の現実と錯覚して気付かないむぼく

たちは，環実とフィクションが還問されている，

もしくはその境い自がまったく判然としない世

界に生きているむボードリヤールなら「オリジ

ナルが護製に複裂を重ねているうちに，オリジ

ナルがプライオリティーを失い，オリジナルと

コピーの区別がつかない社会Jと述べるだろうむ
こうして日々紡ぎだされるヴアーチャルなイ

メージのなかで，ぼくたちは物事に対して，本

当の「リアル(現実)jを感じることが難しく

なっている。いや.rリアリティー」の感覚が
失われている，さらに「ワアリティーJとは何
かさえ分からなくなっている。迂くがゼミで学

生にf云えたいと考えたプロブレマティークはま
さにこのようなものであった。

数知れぬ f京都本jのなかの京都は美しい。

実際にそこを訪れて 写真や紹介記事と比較す

ること G 自分の患で確かめることの大切さを体

験するc これが法くの出した課題であるが，こ

の作業は患ったほと守簡単で、はなかったはずであ

る。訪れる前にすでにくだんの情報誌などに

よって，イメージが輔ち込まれてしまうからで

ある。現地を訪れたときには，すでになんらか

の先入観を持っており，その色謀鏡を外して物

事を直読することは不可能だから。

たとえば名活としていくつもの雑誌に紹介さ

れているじストランを訪れて，出された料理が

さほど美味しいと思えなくても，記事の信憲性

を疑うよりは，自分の味覚を疑ってしまうだろ

う。自分にフランス料理を味わう舌がないのだ，

きっと本当は美味しいにちがいないのだ¥と自

分に言い聞かせようとするのではないかc 高級

なコース粍理を食べたあとに不満があっても，

f自分は一万円も払ったのだからjと，靖神的

に元を取るために 「いい食事をしたjと無理

やり納得しようとするのが人間の心理で、あるこ

とは，社会心理学の初歩の知識に属する G

このように童構として構成された京都，つま

号表象の京都が. I現実j一一この「環実jと
出可埼玉がまさに問題であるわけであるが一ーを

霜捲し，今日の醜悪な事室長を招いているのだ。

培農の，というより xxxxと呼んだ方がふさ
わしい京都市長辻，京都を訪れる観光客が年間

四千万人を突破したと，独ちお祭ち騒ぎに浮か

れている(ちなみにこの「四千万jという数字

も出鱈目である o 10月22自の「時代祭りjを見

た入が，その夜「鞍馬の火祭Jを観に行けば，
別人としてカウントされている)。とはいえ，

京都ブームはとどまることを知らず¥大阪資本，

東京資本で f田I墨レストラン」ができていく。

宕で観光客は「これぞ京都jr京都に来た甲斐が
あったjとばか与に存難がる。現実には，毎年

10%を越えるスピードで，彼(女)らの大好きな

町屋は破壊されているというのにむ現実の京都

の悲惨な事態についてはこれ以上は口を喋もう。

田舎者は騒されやすいから，で話を済ますこ

とは簡単であるむけれどもぼくたち京都人も人

間で為る以上，先に記したような心理作用から

自邑ではいられない。他人のふり見てわがふり

亘せ，である Q

最後に， I和ブームJとやらの背景にある
[百本文化への回帰j，r伝統の再発見j，I自分
探し」の根底には，先lまども触れたようなリア

リティーの喪失，確かな手応えの喪失に伴うふ

わふわとした現実のなかで. I自分」というも

のの存在感の希薄さを，ナショナリズム(もち

ろんこれもフィクションだ)によって充填しよ

うとする危険な動きがあることも，指摘してお

かなければなるまい。

最後になったが，長年京都の観光行政に関わ

り，龍谷大学に着任された矢先に亡くなられた

酉口先生に哀悼の意を表わして，この小文を閉

じる。合掌。

追記:本文は， 2006年度龍谷大学経誉学部研究・教

青懇談会での口頭発表震稿に大幅に加筆・言I

正を加えたものです。

(受理 2006年12月258)


